
おばあちゃん   うちのかずは、気持ちのやさしい子で、田ん
からの     ぼゃ畑もよく手伝ってくれます。

ひとこと これからも元知状きく育
こ賀ぇ

ι
温詣

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

大
す
き

ぼ
く
は
、
お
ば
あ
ち
や
ん
が
大
す
き
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

お
母
さ
ん
が
家
に
い
な
い
時
は
、
ぼ
く
た
ち
に
ご
は
ん
を
食
べ
さ

せ
て
く
れ
た
り
し
て
、
ぼ
く
た
ち
の
せ
わ
を
し
て
く
れ
ま
す
。
お
ば

っ
た
時
は
、
お
み
や
げ
も
買
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
に
ぼ
く
が
、

だ
ば
、
早
く
家
さ
は
い
れ
。

」
と
お
こ
り
ま
す
。
ぼ
く
は
も
っ
と
あ
そ

す
れ
て
や
っ
て
い
咎
い
と
、
「べ
ん
き
ょ
う
し
た
な
。
早
ぐ
や
ね
ば
ま

い
け
れ
ど
、
こ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
ぼ
く
は
、
大
す
き
で
す
。

」

や
さ
し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
す
き
だ
け
ど
、
お
こ
っ
て
い
る
お
ば
あ

そ
し
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
長
生
き

今日の主な言己事

履嚢事霜譲誓耳
般会計予算の2～ 4
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新
時
代
を
拓
く

ス
タ
ー
ト
の
年
に

時
代
に
幕
が
お
ろ
さ
れ
、
時
は
平

成
の
時
代

へ
と
変
わ
り
ま
し
た
が
、

平
成
元
年
は
、
二
十

一
世
紀
の
新

平
成
元
年
度
は
、
市
町
村
制
が

す
が
、
ち
ま
た
に
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
多
様
分
散
は
、
地
方
自
治
の

地
方
自
治
確
立
の
た
め
に
は
、

の
あ
り
方
や
、
地
方
経
済
の
活
性

化
政
策
な
ど
が
問
い
直
さ
れ
な
け

二
十

一
世
紀
の
厳
し
い
時
代
を

一
、
第

一
次
産
業
の
生
産
額
の
倍

二
、
長
期
滞
在
型
観
光
保
養
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
総
合
的
な
観
光

三
、
交
流
に
よ
る
人
づ
く
り
と
教

育
環
境
の
充
実
。
を
は
か
る
こ

そ
の
結
果
、　
一
般
会
計
予
算
は

二
十
五
億
百
八
十
万
円
。
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
及
び
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
な
ど
、
特
別
会
計

合
わ
せ
て
七
億
五
千
九
百
三
十
九

規
模
は
、
三
十
二
億
六
千
百
十
九

万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
前
年

村長 二 重 貢

目
的
別
の

主
な
予
算

平
成
元
年
度
一
般
会
計
歳
出
予

―
単
位
・
千
円
、
０
内
は
前
年
度

て
管
理
部
門
に
お
け
る
職
員
の
給

上
し
ま
し
た
。
特
に
前
年
度
に
比

べ
て
増
え
て
い
る
の
は
、
▼
ふ
る

一
億
円
の
交
付
金
に
対
応
す
る
事

円
。
▼
村
民
憲
章
碑
建
立
費
と
し

て
三
百
万
円
。
▼
参
議
院
議
員
選

か
、
▼
広
報
広
聴
費
百
八
十
万
人

三
千
円
。
▼
交
通
安
全
対
策
費
二

と
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
費
九
百
万

円
。
▼
安
倍
安
東
特
別
展
開
催
事

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費

一
千
二
百

民
生
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

％
増
の

一
億
七
千
五
百
四
十
三
万

五
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
う
ち
社
会
福
祉
総
務
費
に
つ

い
て
は
、
地
域
福
祉
活
動
の
充
実

民
生
委
員
活
動
費
及
び
重
度
身
障

者
医
療
費
等
を
中
心
に
計
上
し
て

奉
仕
員
に
要
す
る
経
費
並
び
に
敬

老
会

へ
の
助
成
金
の
ほ
か
、
デ
ィ

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
負
担
金
、
福
祉

あ
ん
ぜ
ん
電
話
委
託
料
、
特
別
養

健
特
別
会
計

へ
の
繰
出
金
等
合
わ

せ
て
、
三
千
六
百
八
十
九
万
五
千

内
保
育
所
の
運
営
費
と
し
て
合
わ

を
計
上
し
た
ほ
か
、
児
童
の
健
全

童
手
当
及
び
遺
児
援
護
費
な
ど
合

総
務
費
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
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歳

入

二
十
八
万
三
千
円
、
金
木
病
院

ヘ

の
負
担
金
二
百
三
十
万
円
、
患
者

の
ほ
か
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

こ
の
ほ
か
、
老
人
保
健
事
業
費

十

万

円

な

ど

と

な

っ
て

い
ま

す

が

、

い
て

は

、

税

制

の
抜

本

改

正

に

よ

千
円
、
衛
生
処
理
組
合
負
担
金

一

前
年
度
に
比
べ
て
約

一
億
三
千
二

に
よ
る
高
収
益
農
業

へ
の
転
換
と

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

十
五
％
並
び
に
特
別
措
置
分
や
繰

こ
れ
に
特
別
交
付
税
の
期
待
額
等

消
防
施
設
等
の
充
実
と
地
域
産
業

ま
で
拡
大
し
、
市
場
性
の
高
い
桃

度
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
転
作
等

に
し
て
い
ま
す
が
、
小
規
模
土
地

る
転
作
事
業
に
伴
う
補
助
金
等
合

年
度
か
ら
県
が
事
業
主
体
と
な
っ

九
万
六
千
円
を
減
額
と
し
ま
し
た

組
合
に
対
す
る
利
子
補
給
費
補
助

に
比
べ
て
九
十
八

・
六
％
増
の
三

見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

来
を
展
望
し
て
、
海
洋
性
レ
ク
リ

る
た
め
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
特
別

設
を
中

′し、
に
進
め
、
島
全
体
を

「
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製
作
委
託
料
、
中
の
島
公
園
の
管

理
運
営
費
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
所
要
額

平
成
元
年
度
で
過
疎
対
策
振
興
法

ま
た
、
舗
装
新
設
事
業
費
に
つ

住
民
の
住
宅
難
を
解
消
す
る
た
め

繁
栄
し
た
歴
史
を
持
ち
、
先
人
の

残
し
た
文
化
遺
産
を
心
の
糧
と
し

に
そ
の
伝
統
を
継
承
し
、
風
格
の

具
体
的
に
は
、
生
涯
学
習
の
推

各
般
に
わ
た
り
自
立
性
を
高
め
る

年
度
と
二
年
度
の
二
ヶ
年
の
継
続

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

現

在

の
給

水

人

口

は

、

三

千

三

・
九

％

と

な

っ
て

い
ま

す

が

、

経

の
う
ち
、
事
業
勘
定
は
二
億
四
千

定
に
つ
い
て
は

一
億
五
千
四
万
七

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
相
対
的
に

体
制
の
充
実
と
累
積
赤
字
の
解
消

か
ら
の
繰
入
金
で
措
置
す
る
こ
と

▼
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
予
算

-167
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星
形
ケ
ビ
ン
に

早
く
も
予
約
殺
到

木
製
遊
具
も
人
気

・
八
年
か
ら
観
光
施
設
整
備
事
業
に

ッ
ジ
パ
ー
ク
構
想
」
を
打
ち
出
し

中
の
島
公
園
に
は
現
在
、
ゴ
ー

場
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
野
外
炊
事
場

の
中
核
と
な
る

「地
域
活
性
化
セ

カ
キ
な
ど
村
の
特
産
品
を
メ
ニ
ュ

験
実
習
室
」
、都
市
住
民
と
の
交
流

氏
に
係
わ
る
資
料
を
展
示
す
る

「

歴
史
民
俗
資
料
室
な
ど
か
ら
成

っ

ら
れ
る

″星
形
ケ
ビ
ン
″
と
、
子

ン
″
の
二
種
類
が
あ
り
、　
一
棟
に

バ
ス
、
ト
イ
レ
、
炊
事
用
具

一

式
の
そ
ろ
っ
た
台
所
が
完
備
さ
れ

堀
り
ご
た
つ
、
電
話
、
扇
風
機
ま

宿
泊
料
は

一
棟
四
人
で
六
千
円
。

六
人
で
八
千
円
で
す
が
、
四
月

一

水
浴
場
や
安
東
船
を
イ
メ
ー
ジ
し

東
特
別
展
」
が
開
か
れ
る
こ
と
に

階
段
式
護
岸
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気
軽
に
ど
う
ぞ

四

月

一
日

付

け

で

、

役

場

職

員

　

　

人

の
健

康

、

福

祉

な

ど

、

人

間

の

の
人

事

異

動

が

発

令

さ

れ

ま

し

た

　

　

幸

せ

を

求

め

て

、

少

な

い
予

算

で

が

、

各

課

の
職

員

が

ど

ん

な

仕

事

　

　

大

き

な

効

果

を

上

げ

て

い
く

と

い

を

し

て

い
る

か

、

そ

の
主

な

事

務

　

　

つヽ
使

命

を

持

っ
て

い
ま

す

。

分

担

を

お

知

ら

せ

し

ま

す

。
　

　

　

　

　

　

行

政

を

進

め

て

い
く

課

程

の
中

役

場

と

い
う

行

政

組

織

は

、

地

　

　

で

は

、

そ

れ

ぞ

れ

住

民

の
間

に

も

域

全

体

の
安

全

と

、

住

民

一
人

一
　

　

意

識

の
違

い
や

、

価

値

感

の
違

い

役 場 の 電 話 は

62-21‖ 番です

>相内保育所 62-3136

>脇元保育所 62-2344

■企画財政課 内線 (171819番 )

贅P撃督濃食古撃贅鵜畿警爆

]霜 F音徹I発琴爵厳業為勇

全暮
管理 ,法制、公印管守、

撃具墓■姿馨警を倉高粕

菫β‖茸哭登貿デ登録、住民

馨讃番
付、交通災害共済、文

讐菫重菫ャ警誓繁l鼻驚筆菫

暑層需籠警直理F奪6王把ヽ

>十三保育所 62-2038

■民生課 内線 (3132333471番 )

暑糧晋藤煮濡李信念鯵貪

[[[:i言襲数揺

>脇元出張所 62-2021

螂口
鵠

>十三 出張所  62-3101
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■出納室 内線 (646566番 )

■議会 内線 (4142番 )

轟亀 fOn l議会事務

■教育委員会 62-3751

>大田へき地保育所 62-2410

%つや子 1畑

レ診 療 所  62-2009

人

事

異

動

▽
総

務

課

長

（
企

画

財

政

課

長

）

高

松

隆

三

▽
企

画

財

政

課

長

（
企

画

財

政

課

長

補

佐

）
桑

野

邦

夫

▽

経

済

課

長

（
建

設

課

長

）
竹

谷

博

則

▽
建

設

課

長

（
経

済

課

長

）
松

江

幸

勝

▽
民

生

課

長

（
総

務

課

長

補

佐

）

山

内

守

栄

▽
総

務

課

長

補

佐

兼

管

理

係

長

⌒
建

設

係

長

）
古

川

徹

▽
企

画

財

政

課

長

補

佐

兼

企

画

係

長

（
教

委

学

務

係

長

）
成

田

義

正

▽
住

民

係

長

（
総

務

課

主

任

主

査

）
黒

川
泰

子

▽
健

康

管

理

係

長

（
健

康

管

理

係

）
浜

田

和

幸

▽

心

得

）
佐

藤

悦

男

▽
建

設

係

長

（

健

康

管

理

係

長

）
斎

藤

修

一

▽
税

政

係

⌒
出

納

室

主

任

主

査

）

棟

方

ゆ
う

子

▽
住

民

係

（
相

内

保

育

所

主

任

保

母

）

山

内

洋

子

▽
管

▽

役

場

用

務

員

（
教

委

用

務

員

）

小

笠

原

俊

治

▽

同

（
市

浦

中

用

務

員

）

山

田

春

美

▽
健

康

管

理

係

（

税

政

係

）
山

崎

良

子

出

張

所

長

心

得

）

三

和

徳

衛

▽

十

三

出

張

所

長

心

得

（
総

務

課

主

任

所

用

務

員

（
教

委

用

務

員

）
奈

良

▽

十

三

保

育

所

長

心

得

（
脇

元

元

保

育

所

長

（
十

二

保

育

所

長

）

高

橋

浩

子

▽
脇

元

保

育

所

給

食

婦

兼

用

務

員

（
役

場

用

務

員

）
渡

辺

▽
安

倍

安

東

特

別

展

事

務

局

長

（
教

育

次

長

）
葛

西

安

十

郎

▽
教

育

次

長

（
民

生

課

長

）
鳴

海

尚

志

▽
学

務

係

長

（
管

理

係

長

）
奈

良

勝

義

▽
市

浦

中

用

務

員

（
役

場

用

食

婦

（
十

三

小

給

食

婦

）

石

戸

谷

武

子

▽

十

三

小

同

（
十

三

出

張

所

務

員

（
脇

元

保

育

所

給

食

婦

兼

用

務

員

）

三

和

チ

ヨ

ヱ
▽
教

委

主

事

補

（
採

用

）
大

沢

丈

徳

▽

同

（
同

）

政

課

主

事

補

）
三

和

不

二
義

（
経

済

課

主

事

補

）

柏

谷

清

彦

（
同

技

師

補

）

石

岡

和

人

（
建

設

課

技

師

補

）

近

藤

昌

浩

（
出

納

室

工
事

補

）

▽

退

職

＝

三

上

常

一

（
総

務

課

長

）

三

和

貞

三

（
経

済

課

主

幹

）

佐

藤

ヤ

イ

⌒
市

浦

中

給

食

婦

）
藤

収入役・成田義衛 オ1長・三 重

臓続輌

レ育成セ ンター 62-2072

時動略綺

■建設課 内線 (222324番 )

■安倍安東氏特別展事務局 62-3751

-168-
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紹

再

び

知

足

院

に

つ
い

て

い
う
安
倍
安
東

（
藤

）
氏

の
静

や
安
東
氏
の
研
究
家
が
た
の
知

知
足
院
存
在
の
信
憑
性

知
足
院
跡
は
ど
こ
か

>9く

′
確
り
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情報をお寄せ<ださい

あ し ら 世
役場の電話は62-2111

す
こ
や
か
日
記

二
女
美

聡
ち
ゃ
ん

（
一
歳

十

ヵ
月

）

行政相談を
ご利用下さい

ぬれ手で
プラグの使用は

やめましょう

全日本中学生
水の作文コンクール

作品募集

「百
萬
遍
念
仏
講
中
」

の
み
な
さ
ん

あ
り
が
と
う
″

場

を

訪

れ

、

恵

ま

れ

な

い
人

た

ち

伊

藤

さ

ん

ら

は

、

三

年

続

け

て

寄

付

し

て

お

り

、

村

で

は

社

会

福

祉

協

議

会

に
寄

託

し

ま

し

た
。

し
た
工
藤
さ
ん
（右
）
と
伊
藤

さ
ん
（中
）
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轟 石 ‖凸 乱 森 t飛 轟

派遣社教主事

鍋 田 元さん

っ
」

と
大

き

な

声

で

返

事

を

し

て

　

　

ん

で
記

念

撮

影

。

児

童

数

は

少

な

％
聞

一

お

誕

生

奈

良
　
勝

博

（大
田
）

悟

‘鋭
．
ご
結
婚

⌒秘　」　なお嘘
一時　峰一

⌒攣
田
［
喘
一磯′‐、
晦一

⌒嚇　獅　』　御
一＝海聾一

⌒蜘々
樹　美　謝
一椒　疇一

（撫後』
赫　“
一＝　郵一

（ノ‐、工田晦　籠　螂
一御　神一

多
鶴
子

⌒八
　
一月
）

一
あ

＜

や

み

一

◆
紙
面
の
都
合
で
健
康

へ
の
道
は
休
み
ま
す
。


